
「希望」を握りしめて生きてきた
ー阪神淡路大震災から２５年を語るー

未来の被災者へ
阪神から伝えたい経験がある。

阪神淡路大震災の発災直

後、被災者の生活支援

に取り組む「よろず

相談室」を設立。定

時制高校の教師とし

て働く傍ら、被災者の

訪問活動を続けてきた。著

書に岩波ブックレット「被災地・神戸に生きる人びと

ー相談室から見た７年間ー」

       「希望」を握りしめて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－阪神淡路大震災から25年を語りあう－

能美舎の新刊ご案内　文芸書・人文書　ご担当者様

１９９５年１月１７日に起きた阪神淡路大震災発生から２５年。
被災者たちの震災前の人生と震災後のそれぞれの足どり。自宅の全壊、失職、
災害による後遺症、コミュニティの崩壊、復興住宅で起きる孤独死……。

被災者18世帯26人の人生をまとめた貴重な証言記録。
あの日から、ずっと私たちは歩いてきた。

「よろず相談室」代表　牧秀一編
判型：A5判上製本 500ページ　DVD付
本体：２５００円　ISBN:978-4-909623-05-8

発売日
12 月中旬

0120-999-660

2020年「地方の時代」映像祭
優秀賞受賞作品DVD付

作家 高村薫さん推薦！！
本書は、そこにひとときの
「人間の時間」が流れたことを
伝える小さな記念碑だ。

NHKキャスター

大越健介さん推薦！

私たちが共有すべき
第一級の資料。


